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ポスター

武道ツーリズム制作物

WEBサイトの武道ツーリズムページをベースに制作。
武道ツーリズムの紹介1種類、武道ツーリズム日本マップ1種類、特集記事が

掲載されている6事業者のコンテンツ紹介ポスター6種類を、日本語／英語で制作。
掲載されているQRコードからJAPAN SPORT TOURISM WEBサイトの

武道ツーリズムページへ誘引。
2/26シンガポールでの長官講演会、3/20アメリカンクラブイベントで掲載。

●日本語版
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ポスター

●日本語版

武道ツーリズム制作物
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ポスター

●英語版

武道ツーリズム制作物
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ポスター

●英語版

武道ツーリズム制作物
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Japan times 広告

①3/21刊行のJapan times紙に1面カラー純広告を掲載。
掲載されているQRコードからJAPAN SPORT TOURISM WEBサイトの

武道ツーリズムページへ誘引。

②3/21Japan times WEBサイトトップページにバナー広告を掲載。
クリックからJAPAN SPORT TOURISM WEBサイトの武道ツーリズムページへ誘引。

●①カラー純広告

●②バナー広告

武道ツーリズム制作物
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実施概要

武道ツーリズム推進勉強会

勉強会の開催目的

武道ツーリズムに係る取組の深化を図るため、スポーツ庁幹部及び施策担当者が有
識者（学識者、現場責任者、デジタル関係者等）からご教授いただく場を設け、現状分
析・課題抽出及び今後推進すべき事項を整理する。

実施日時等

第1回

◎日時：7/12（水）10:00-11:30
◎場所：文部科学省16F3会議室
◎参加者：スポーツ庁長官、次長、審議官、各課課長・室長・参事官等、
中京大学スポーツ科学部 伊藤央二先生
◎講師：株式会社BABジャパン 月刊秘伝編集部 東口敏郎編集長、小
川敬司副編集長

第2回

◎日時：8/29（火）14:30-16:00
◎場所：文部科学省16F3会議室
◎参加者：スポーツ庁長官、次長、審議官、各課課長・室長・参事官等、
中京大学スポーツ科学部 伊藤央二先生
◎講師：Ageshio Japan株式会社 代表取締役 上田健次郎氏、洪全
甲氏

第3回

◎日時：10/6（金）15:00-16:30
◎場所：文部科学省16F3会議室
◎参加者：スポーツ庁長官、次長、審議官、各課課長・室長・参事官等、
中京大学スポーツ科学部 伊藤央二先生
◎講師：WAmazing株式会社 代表取締役 加藤史子氏

第4回

◎日時：11/28（火）13:30-15:00
◎場所：文部科学省16F3会議室
◎参加者：スポーツ庁長官、次長、審議官、各課課長・室長・参事官等、
中京大学スポーツ科学部 伊藤央二先生
◎講師：沖縄県 文化観光スポーツ部 空手振興課 課長 桃原直子氏

第5回

◎日時：1/22（月）13:30-15:00
◎場所：文部科学省16F3会議室
◎参加者：スポーツ庁長官、次長、審議官、各課課長・室長・参事官等、
中京大学スポーツ科学部 伊藤央二先生
◎講師：東京空手ツアーズ合同会社 代表 岩本衣美里氏

第6回

◎日時：2/19（月）13:30-15:00
◎場所：文部科学省16F3会議室
◎参加者：スポーツ庁長官、次長、審議官、各課課長・室長・参事官等
◎講師：中京大学スポーツ科学部 伊藤央二先生
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論点整理

武道ツーリズム推進勉強会

各回の論点の整理

① 第1回勉強会

第1回武道ツーリズム推進勉強会は、株式会社BABジャパンの東口編集長と小川副編集長
が講師として参加し、中京大学スポーツ科学部の伊藤央二先生もオブザーバーとして出席し
た。会議では、武道ツーリズムの歴史と現状に焦点を当て、武道の世界的普及や外国人武道家
の日本訪問、最近の武道ツーリズム事例などが紹介された。特に、在日外国人の武道体験や武
道ツーリズムの可能性が議論され、外国語指導助手（ALT）なども対象に取り入れる提案が出
された。

また、Googleを使用して武道に関するキーワードの検索件数を調査し、武道ツーリズムの
認知度や理解度について考察が行われた。

会議の終盤では、今後の武道ツーリズムの推進に向けて、検索露出や定義の明確化、団体や
NFとの調整などの課題が指摘されたが、明るい展望が感じられた。スポーツ庁からも武道
ツーリズムの重要性が強調され、今後の政府方針に組み込まれることが期待される。また、伊
藤央二先生も今後の勉強会に参加し、展開方向を総括する役割を担うことが決定された。

◎ゲスト講師のプレゼンテーション内容

• 武道ツーリズムの歴史と現状が焦点となり、世界的普及や外国人武道家の日本訪問、最近
の事例が紹介された

• 在日外国人の武道体験や武道ツーリズムの可能性が議論され、外国語指導助手（ALT）も
対象に取り入れる提案が出された

• Googleを使用して武道に関するキーワードの検索件数が調査され、武道ツーリズムの認
知度や理解度について考察が行われた

• 今後の武道ツーリズムの推進に向けて、検索露出や定義の明確化、団体やNFとの調整な
どの課題が指摘され、明るい展望が感じられた姿勢が示された

② 第2回勉強会

第2回武道ツーリズム推進勉強会では、Ageshio Japan株式会社の上田代表取締役と洪
取締役が参加し、武道ツーリズムの更なる発展に向けた議論が行われた。会議では、
Ageshio JAPAN株式会社のミッションや活動内容について紹介があり、特に沖縄を拠点と
する空手ツーリズムの推進が強調された。参加者からは、空手の日や旅前旅後の取組に関す
る質問があり、空手文化の普及や観光産業への貢献が議論された。

◎ゲスト講師のプレゼンテーション内容

• 沖縄を拠点とする空手ツーリズムの推進が強調された

• 空手文化の普及や観光産業への貢献が議論された

• 武道ツーリズムの将来展望やインバウンド需要の拡大に向けた取り組みが話し合われた

• 参加者間での意見交換や情報共有が行われ、具体的なアクションプランが模索された

• 武道ツーリズムの成長と発展に向けた前向きな姿勢が示された
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論点整理

武道ツーリズム推進勉強会

各回の論点の整理

③ 第3回勉強会

第3回武道ツーリズム推進勉強会は、WAmazing株式会社加藤史子代表取締役が参加した。
会議の趣旨は、参事官（地域振興担当）が推進する武道ツーリズムの周知と発展を図り、有識
者からの教示を得て現状分析や課題抽出、今後の推進事項を整理することで、武道ツーリズム
の存在を広く知らしめ、地方への誘客を促進することが述べられた。

加藤氏のプレゼンテーションでは、スポーツツーリズムの重要性やインバウンド市場の動向に
ついて説明した。特に、スキー場のリフト券やレンタル、レッスンを宿泊施設とセットでオンライ
ン販売するサービスや、スポーツ観戦や体験がリピーターを増やすポテンシャルの大きい市場
であるとの考えを示した。さらに、2025年の世界陸上や2030年の目標に向けての取り組
みに触れ、スポーツイベントの取り組み方によって波及効果があることを強調した。

また加藤氏は、スポーツツーリズムの日本経済における消費波及効果を可視化し、省庁横断
で提供する重要性を強調し、予算の増額を促す必要性を述べた。また、中国市場におけるター
ゲティングの重要性や多様性に触れ、日本と中国の消費者層の違いを指摘した。

◎ゲスト講師のプレゼンテーション内容

• スポーツツーリズムの重要性やインバウンド市場の動向について説明された

• スポーツツーリズムの日本経済における消費波及効果を可視化し、予算の増額を促す必
要性を強調された

• 中国市場におけるターゲティングの重要性や多様性について説明された

• 加藤氏のプレゼンテーションを通じて、スポーツツーリズムの可能性や課題について深く
考察された

④ 第4回勉強会

第4回武道ツーリズム推進勉強会では、沖縄県の空手振興課課長である桃原直子氏が講師
を務め、沖縄県における武道ツーリズムの現状と展望について説明した。空手を通じて沖縄の
魅力を広める取り組みや、他のアクティビティも楽しめる点に触れ、沖縄の魅力を支援したい
との意向を示した。

会議では、保育園や幼稚園における空手指導の効果や、空手世界大会の来訪促進イベントに
ついても議論が行われ、さらに、空手の日記念演武祭の開催や空手愛好家の受け入れ体制強
化についても言及され、国際交流の促進や技術の継承に取り組んでいることが明らかにされ
た。参加者からは、滞在日数や段位取得に関する質問があり、長期滞在者は主に段位取得のた
めに訪れていることが説明された。

◎ゲスト講師のプレゼンテーション内容

• 保育園や幼稚園における空手指導の効果について説明された

• 空手の日記念演武祭の開催や愛好家の受け入れ体制強化について説明された

• 国際交流の促進や技術の継承に焦点を当てた取り組みが進められている

• 参加者からは滞在日数や段位取得に関する質問が提起され、長期滞在者は主に段位取得
のために訪れていることが説明された

• 沖縄の魅力を広める取り組みや他のアクティビティも楽しめる点が強調された
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論点整理

武道ツーリズム推進勉強会

各回の論点の整理

⑤ 第5回勉強会

第5回武道ツーリズム推進勉強会では、空手フィットネスの可能性に焦点が当てられた。講師
の東京空手ツアーズ合同会社岩本衣美里代表は、空手の世界ランク第1位の実績を持ち、空手
フィットネスを推進している。空手の稽古をベースにした姿勢・呼吸・瞑想を重視し、空手の魅
力を広める活動を行っている。

参加者からは、空手フィットネスと他の種類のフィットネスの違いや、そのコンディショニング
効果についての質問があり、岩本氏は骨格や筋肉の違いを考慮した効率的な体の使い方を学
びたいニーズがあることを指摘し、空手フィットネスを通じて怪我のリスクが軽減される重要
性を強調した。

プログラムの時間は要望に応じて調整可能（10～45分が主流）となっており、レベル別に対
応したバリエーションも提供されている。外国人参加者向けに入会費や英語での指導、道着の
レンタルなども可能である。岩本氏は今後、全国や世界を回り、多くの人々に空手と空手
フィットネスの魅力を伝えたいと述べた。会議では空手フィットネスの健康効果やコンディショ
ニングへの可能性について議論が行われ、空手フィットネスの利点や科学的根拠についても言
及した。

◎ゲスト講師のプレゼンテーション内容

• 第5回武道ツーリズム推進勉強会では空手フィットネスの可能性が焦点となった

• 講師の岩本衣美里氏は空手の世界ランク第1位の実績を持ち、空手フィットネスを推進して
いる

• 岩本氏は空手の稽古をベースにした姿勢・呼吸・瞑想を重視し、空手の魅力を広める活動を
行っている

• 岩本氏は効率的な体の使い方を学びたいニーズがあることを指摘し、怪我のリスク軽減の
重要性を強調した

• プログラムの時間は20分や30分、45分などがあり、レベル別に対応したバリエーションが
提供されている

• 外国人参加者向けに入会費や英語での指導、道着のレンタルなども可能

• 岩本氏は今後、全国や世界を回り、多くの人々に空手と空手フィットネスの魅力を伝えたい
と述べている

• 会議では空手フィットネスの健康効果やコンディショニングへの可能性、科学的根拠等につ
いて議論が行われた
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論点整理

武道ツーリズム推進勉強会

各回の論点の整理

⑥ 第6回勉強会

最終回となる第6回武道ツーリズム推進勉強会は、中京大学の伊藤先生が参加し第1回から
第5回目での総括と今後の展望等についてお話いただいた。武道ツーリズムのデータ収集、周
知・浸透・発展に貢献するための場を提供し、現状の分析や課題の抽出、今後の推進事項を整
備することを趣旨とした。また、インバウンドの促進やマーケティング戦略の重要性が強調され、
「武道」と「BUDO」の使い分けなど、外国人への武道ツーリズムの紹介や認知度向上が議論さ
れた。さらに、富裕層向けのツーリズムに注力する観光庁の取り組みや、武道ツーリズム参加
者のデータ収集の必要性も指摘された。

議論では、武道ツーリズムの認知度向上やイベントを通じた広報活動の重要性が強調され、
課題や取り組みについて意見交換が行われた。最終的に、今後のツーリズム関連のコンテンツ
事業に議論を反映させることが計画され、参加者は今後の展望に向けて意見を交換した。

◎伊藤央二先生のプレゼンテーション内容

• インバウンドの促進やマーケティング戦略の重要性が強調された

• 漢字の「武道」とローマ字の「BUDO」の使い分けについての指針を示された

• 外国人への武道ツーリズムの紹介や認知度向上が議論された

• 観光庁が富裕層向けのツーリズムに注力している取り組みが紹介された

• 武道ツーリズム参加者のデータ収集の必要性が指摘された

• 武道ツーリズムの認知度向上やイベントを通じた広報活動の重要性が強調された

• 今後のツーリズム関連のコンテンツ事業に議論を反映させる計画が立てられ、参加者は今
後の展望に向けて意見を交換した
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論点整理

武道ツーリズム推進勉強会

今後の施策に向けた提案

以上の議論を踏まえ、各回で提案された武道ツーリズム推進に向けた取り組みアイデアを以下
の通りまとめる。

① 第１回勉強会で提案された取り組み案

 在日外国人向けに武道体験プログラムの提供

 外国語指導助手（ALT）を対象とする

 子供たちが武道を体験するためのプログラムの提供

 学習的旅行者という視点を盛り込むことを通じて、自己実現を図る旅行者向けのプログ
ラムの提供

② 第２回勉強会で提案された取り組み案

 外国人向けに空手ツアーをガイドできる人材の育成

 経験者や中級者向けに、古武道の基本を学ぶ機会を提供し、習熟度に合わせたコンテン
ツの提供

 一度来訪した観光客に対して動画コンテンツの提供やWebトレーニングの実施を通じて、
学んだことを維持できるコンテンツの提供

③ 第３回勉強会で提案された取り組み案

 長期滞在型の武道体験プログラムの提供や、本場の師匠からの指導を受ける機会の創出

 ラーニングの認定や、1ヶ月などの長期滞在プランの提供

 スキーとは異なる武道の特性を踏まえ、利用者のニーズに合ったプログラムやサービス
の提供

 武道ツーリズムの市場開拓において、武道に関心を持つアジア圏の利用者に焦点を当て
る
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論点整理

武道ツーリズム推進勉強会

今後の施策に向けた提案

④ 第４回勉強会で提案された取り組み案

 長期滞在者向けに段位取得の機会を提供することで、滞在をより意義深いものにする

 平日の活用を促進するため、1週間通しでの取り組みや通訳サービスの提供を検討

 多言語ガイド養成事業を通じて外国人観光客へのサポート体制を強化し、国際交流を促
進

 空手ツーリズムプロモーション動画や教材の制作

 沖縄空手の普及と技術の継承を図るため、空手愛好及び観光客受け入れ支援を強化

⑤ 第５回勉強会で提案された取り組み案

 外国人観光客向けに空手フィットネスプログラムを提供し、日本の武道文化を体験できる機
会を提供する

 空手フィットネスを通じて初心者やライト層が空手に興味を持ち、本格的な空手に取り組む
姿勢に繋がる可能性がある

 大手フィットネスクラブに空手フィットネスプログラムを導入することで、世界的に広まる可
能性がある

 武道ツーリズムが日本らしさを表現する手段として、国や地域、性別、年齢、所得層などを
考慮したマーケティング戦略が重要

⑥ 第６回勉強会で提案された取り組み案

 インバウンドツーリストには、エンターテイメント性の高い武道を提供することで興味を引
き、結果的に競技志向の武道思考を促すことができるのではないか

 武道ツーリストを未経験者、中級者、上級者などのグループに分けて考え、それぞれの
ニーズに合ったサービスを提供することが重要
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論点整理

武道ツーリズム推進勉強会

ターゲット及びプロモーション手法の整理

第1回から5回までの勉強会では具体的なターゲットや取り組み案についての事例が多く、
それぞれターゲットを整理のうえターゲットの説明とプロモーション案としてまとめた。

第6回の勉強会では伊藤央二先生により武道ツーリズムの体系的な説明とポイントをまとめ
られており、本報告書ではこれを参考に商流に沿った4象限のアクションに整理した。

ターゲット 説明 プロモーション案

ターゲット①

日本に滞在中の

外国人観光客

（旅ナカ）

• 日本の武道文化を体験し
たいという興味を持って
いる。

• 空手や古武道などの武道
を通じて、日本の伝統文
化に触れたいと考えてい
る。

• 子供たちを含む様々な年
齢層の観光客が含まれる。

• オンライン広告: 日本の観光サイトや旅行関連
ウェブサイトでターゲットに合わせた広告を配
信。

• 観光案内所での宣伝: 主要な観光地の案内所
で、武道体験プログラムのパンフレットやポス
ターを設置。

• SNS キ ャ ン ペ ー ン : イ ン ス タ グ ラ ム や
FacebookなどのSNSで、体験者の投稿を活
用してプログラムの魅力を発信。

ターゲット②

アジア圏の参加者

（旅マエ）

• アジア圏からの参加者に
焦点をあてる。

• 長期滞在型のプログラム
や本場の師匠からの指導
など、より深い武道体験
を求める層が含まれる。

• インバウンドツーリストに
はエンターテイメント性の
高い武道を提供し、競技
志向の武道思考を促すこ
とが考えられる。

• 地域特化のウェブ広告: アジア圏の主要な旅行
サイトやコミュニティサイトで、武道体験プログ
ラムを紹介する広告を展開。

• アジア圏向けSNS広告: 中国のWeChatや韓
国のカカオトークなどのSNSプラットフォーム
で、ターゲットに合わせた広告を配信。

• アジア圏の武道イベントへの出展: アジア圏の
武道関連イベントに出展し、プログラムを宣伝
し関心を喚起。

①具体的なターゲット及びプロモーション案
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ターゲット 説明 プロモーション案

ターゲット③

外国語指導助手

（ALT）や留学生な

ど

（在日外国人）

• 日本に滞在する外国語指
導助手（ALT）や留学生
などを対象にも取り入れ
る。

• 学校訪問とプレゼンテーション: ALTや学校を
訪れ、武道体験プログラムを紹介し、参加を促
すプレゼンテーションを行う。

• 教育機関との提携: 外国語学校や大学と提携
し、留学生向けにプログラムを紹介する。

• インターネットフォーラムやコミュニティ: 留学
生が集まるオンラインフォーラムやコミュニティ
で、プログラムを紹介し口コミを促す。

ターゲット④

未経験者から

上級者までの

武道愛好家

• 初心者、中級者、上級者
などのグループに分け
て考え、それぞれのニー
ズに合ったプログラムや
サービスを提供する。

• 武道雑誌やブログへの広告掲載: 武道雑誌や
ブログでプログラムを紹介し、興味を持った読
者を誘導する。

• 武道関連イベントへの出展: 武道関連の大会
やセミナーなどで、ブースを出展しプログラム
を紹介する。

• オンラインコミュニティの活用: 武道愛好家が
集まるオンラインコミュニティやフォーラムで、
プログラムを紹介し交流を深める。

ターゲット⑤

フィットネス志向

の層

• 空手フィットネスプログ
ラムを通じて、初心者や
ライト層が興味を持ち、
本格的な空手に取り組
む姿勢に繋がる可能性
がある。

• 総じて、武道ツーリズム
のターゲットは、日本の
武道文化に興味を持つ
外国人観光客やアジア圏
の利用者、武道愛好家、
フィットネス志向の層な
ど多岐にわたる。

• それぞれの層に合わせ
たプログラムやサービス
の提供が求められる。

• フィットネスクラブとの提携: 大手フィットネス
クラブと提携し、空手フィットネスプログラム
を導入し会員に提供する。

• 健康関連ウェブサイトや雑誌への広告掲載: 健
康やフィットネスに関するウェブサイトや雑誌
で、プログラムを宣伝し興味を引く。

• フィットネスイベントへの参加: フィットネスイ
ベントやワークショップで、空手フィットネスプ
ログラムを紹介し体験させる。
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②商流に沿ったアクションの整理

市場 BtoC BtoB

国内

• 武道の舞台裏を見せるなど、日本人
に対して武道ツーリズムの体験を促
進し国内参加を促すことで、外国人
との交流や参加者増などの効果が
期待できる（第６回）

• 教育旅行や修学旅行などの機会を
活用して武道ツーリズムを導入する
ことで持続的な武道ツーリズムの普
及につなげる（第１回）

• 富裕層向けの施設で武道ツーリズム
を体験できるプログラムを展開する
ことで、、影響力のある富裕層の需
要を掘り起こし、国内需要拡大につ
なげる（第１・６回）

• 旅行会社との提携を強化し、旅行会社が
有する顧客ニーズに対応できる武道ツー
リズムプランを企画・提供することで国内
旅行者の取り込みにつなげる（第２回）

• ツーリズムEXPOジャパン等を活用し、旅
行会社向けに武道ツーリズムの魅力やプ
ログラムの情報を提供、商談を通じて
ニーズを拾い、プログラムの磨き上げを
行うことで旅行商品の造成につなげる
（第３回）

• 受入側は武道ツーリズムに特化したガイド
育成に取り組むことで安心て送客できる
体制を整え、商品造成やコンテンツ数の
拡大につなげる（第２・４回）

海外

• 武道ツーリズムは真剣な修行の場、
BUDOツーリズムはライトな体験を
重視するなど、「武道」と「BUDO」の
棲み分けを明確にすることで、戦略
を整理し、関係者の連携が図りやす
くする（第５・６回）

• インターナショナルスクールや外国人
向けの施設で武道ツーリズム体験を
提供し在日外国人の口コミ効果を狙
う（第１回）

• 海外での発表やプロモーションを積
極的に行い、インバウンドツーリズム
向けに魅力を発信することで旅行商
品造成につなげる（第４回）

• オンライン道場サービスや動画セン
シング技術を活用した取り組みを通
じて、旅行前後でも武道ツーリズム
を推進することでリピート需要を取
り込む（第２回）

• 武道ツーリズムに特化したパッケージツ
アーを海外の旅行会社に提供し、日本へ
の旅行者に武道体験の機会を提供するこ
とで武道ツーリズムのすそ野の拡大を図
る（第３回）

• そのためには、海外の旅行会社に対して
「武道」と「BUDO」の棲み分けを明確に
することでターゲットの違いと販売方法
の違いを説明し、商品造成の方向性を明
確にすることで造成促進につなげる（第６
回）

• 「武道」「BUDO]それぞれで海外の旅行
会社とのパートナーシップを構築し、武道
ツーリズムプランを提供することで持続
的な商品造成につなげる（第６回）

• 受入側はターゲットを初級者、中級者、上
級者に分けてコンテンツを整理し、幅広い
ニーズに対応できる環境を整える（第２・
５回）
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まとめ

武道ツーリズム推進勉強会では、武道ツーリズムの認知度向上やイベントを通じた広報活動の
重要性が示され、インバウンドの促進やマーケティング戦略の重要性も併せて指摘された。ま
た、外国人への武道ツーリズムの紹介や認知度向上などに課題を残しているほか、武道ツーリ
ズム参加者のデータ収集など、エビデンスベースで議論を進めるためのデータを整備すること
が重要であるとの認識を共有した。

インバウンドツーリストには、エンターテイメント性の高い武道を提供することで興味を引き、
競技志向の武道思考を促すこと、武道ツーリストを未経験者、中級者、上級者などのグループ
に分けて考え、それぞれのニーズに合ったサービスを提供することが重要であるとされた。ま
た、武道ツーリズムが日本らしさを表現する手段として、国や地域、性別、年齢、所得層などを
考慮したマーケティング戦略が重要であることが提案された。最後に、これらの取組みが実行
されることで、武道ツーリズムのさらなる発展や多様なニーズに対応したサービス提供が可能
となるとしている。

以上の様に、6回にわたる武道ツーリズム推進勉強会では様々な議題が取り上げられ、武道文
化の普及や観光産業への貢献、インバウンド需要の拡大などが話し合われ。さらに、ゲスト講
師や参加者間での意見交換や情報共有が行われ、具体的なターゲットやアクションプランが模
索された。

今後も武道ツーリズム発展に向け、関係者間の情報共有及び戦略共有を行う場を設けること
で、武道ツーリズムのさらなる発展が期待できるものと考える。
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